
 整数 ， が を満たすとする。

と を で割った余りが等しいと仮定すると，整数 ， を用いて

   ，

と表される。

よって  

すなわち

， は互いに素であるから， は の倍数である。

一方， であるから  …… ①

よって， が の倍数であることは，① に矛盾する。

ゆえに， と を で割った余りは異なる。

すなわち，すべての整数 に対して， 個の整数 ， ，……， を で

割った余りはすべて異なる。

 より， 個の整数

     ， ，……，

を で割った余りはすべて異なる。

一方，これらを で割った余りは 以上 以下の整数である。

よって， ， ，……， の中に， で割った余りが であるものが存在

する。

その数を  は を満たす自然数 とすると，ある整数 を用いて

   すなわち

と表される。

また， と から  

よって， であるから  

ゆえに， は自然数である。

したがって， はある自然数 ， を用いて と表される。






